
4. 参考資料
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①
②
③

[NEDO：MONSOLA11 より]

札幌
3.81
1015

青森
3.56
949

秋田
3.50
933

盛岡
3.74
997

山形
3.68
981

仙台
3.85
1026

福島
3.78
1007

水戸
3.94
1050

宇都宮
3.97
1058

さいたま
3.97
1058

千葉
3.91
1042

東京
3.73
994

横浜
3.97
1058

長野
3.96
1055

甲府
4.44
1183

静岡
4.30
1146

富山
3.57
951

金沢
3.56
949

福井
3.63
967

岐阜
4.21
1122

名古屋
4.21
1122

大津
3.70
986

津
4.17
1111

京都
3.74
997

奈良
3.82
1018

和歌山
4.15
1106

大阪
3.91
1042

神戸
4.06
1082

岡山
4.10
1092

鳥取
3.58
954

広島
4.17
1111

松江
3.56
949

山口
3.92
1044

徳島
4.18
1114

高松
4.12
1098

高知
4.40
1172

福岡
3.94
1050

佐賀
3.98
1060

長崎
4.01
1068

大分
3.96
1055

熊本
4.11
1095

鹿児島
4.20
1119

那覇
4.02
1071

宮崎
4.36
1162

松山
4.18
1114

前橋
4.15
1106

新潟
3.55
946

4- 1 年間予想発電量の算出

4-1 年間予想発電量の算出

各地の年間予想発電量と年平均日射量

① = DATA場所
② = 真南で傾斜角30度の年平均日射量(kWh/m2/日)
③ = ｼｽﾃﾑ容量 1kW当りの年間予想発電量(kWh/年/kW)
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そのシステムの年間予想発電(kWh/年)は、次の式で概算できます。ただし、実際の日射量

は、平年値とは異なることもあり、さらに、設置環境（陰などの影響）や採用する機器により損失

係数が異なることなどの要因があるため予想発電量は、あくまでも目安です。

Ｅｐ = Ｈ × Ｋ × Ｐ × 365 ÷ １

・ Ｅｐ = 年間予想発電量 (kWh/年)

・ Ｈ = 設置面の１日当りの年平均日射量 (kWh/㎡/日)

・ Ｋ = 損失係数 ････ 約７３％ (モジュールの種類,受光面の汚れ等で多少変わります。）

*  年平均セルの温度上昇による損失 ････ 約１５％

*  パワーコンデショナによる損失 ････ 約 ８％

*  配線、受光面の汚れ等の損失 ････ 約 ７％

・ Ｐ = システム容量 (kW)

・ 365= 年間の日数

・ １ = 標準状態における日射強度 （kW/㎡)

＜設置条件 ＞

*  システム容量 ････ １０kW

*  方位角 ････ 真南

*  傾斜角 ････ ３０°

Ｅｐ = 3.73 × 0.73 × 10.0 × 365 = 約 10,000  (kWh/年)

設置傾斜角と方位による発電量

傾斜角

真南 （0°） 15° 30° 45° 90°

水平面 89.0 89.0 89.0 89.0 89.0

10° 94.6 94.3 93.8 92.8 88.2

20° 98.4 98.1 96.8 95.2 94.9

30° 100.0 99.5 97.8 94.6 83.4

40° 99.5 98.9 97.1 93.8 79.4
（出典：NEDO:MONSOLA11より）

方  位  角

年間予想発電量の算出 （ ＮＥＤＯ 太陽光発電導入ガイドブックより ）

東京での算出例

解 説
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4- 2 Ｑ ＆ Ａ

4-2 Q&A

ここでは太陽光発電システムについてQ&A形式で判りやすく記載しています。 

したがって、その内容は本書の記載内容と重複する部分が多数あります。本文と見比べながら読むと

より理解しやすくなることを期待しています。 

なお、本Q&Aにつきましては太陽光発電協会がまとめたものを本書向けに修正・加筆しております。そ

のため、使用している用語等の一部に本書と異なる部分がありますが、ご了承ください。 
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Q6. 系統連系とは何ですか？ 

一般に電力会社の配電線網の事を系統と言います。 

その系統に太陽光発電設備などを繋いで電気のやり取りを行うことを系統連系と

言います。 

※電力会社と系統連系するためには、別途契約が必要です。 

Q7. 系統連系システムとは？ 

電力会社との系統連系システムには、昼間は太陽光発電と一部買電で電力を賄

い、余った場合は電力を電力会社に売り（余剰買取）、夜間や発電量の少ない時に

は、従来通り、電力会社から電力を買う方式と、太陽光発電で発電した電力を全て

電力会社へ売る方式（全量買取）の２つがあります。 

Q8. シリコン太陽電池の特徴はど

のようなものですか？ 

【単結晶太陽電池モジュール】 

①変換効率が高く、信頼性もあり、人工衛星などの電源としても用いられています。

②結晶系全般に言える事ですが、温度上昇により変換効率が低下します。 

③ワット当たりのコストが多結晶と比べると若干割高になります。 

④製品の歴史が最も長く豊富な実績をもっています。 

【多結晶太陽電池モジュール】 

①変換効率は単結晶より若干下がります。 

②単結晶と同じく、温度上昇により変換効率が低下します。 

③単結晶より安価です。 

【アモルファス太陽電池モジュール】 

①変換効率が結晶系に比べ低いが、フレキシブル太陽電池が可能で建材一体等が

可能です。 

②温度上昇による変換効率の低下率は結晶系より小さくなる特性があります。（夏

期の変換効率が高い） 

③効率が低い分、結晶系太陽電池に比べ設置面積が大きくなります。 

アモルファス…アモルファスとは特定の結晶構造をもたない非晶質をさします。 

Q9.  CIGS太陽電池の特徴はどの

ようなものですか？ 
①発電する光の波長帯が広く、曇りや朝方・夕方でもよく発電します。 

②温度上昇時の発電量低下が少なくて済みます。 

③製造時に使用するエネルギーが少なくて済みます。 

Q10. 雨・曇りなど天候に左右され

るか？ 

太陽電池の発電量は入射する光の強度に比例します。曇りでは晴天時に比べて

発電量が低くなり、雨天時には曇りよりもさらに発電量が低くなります。 

Q11. ごみやほこりによる発電量の

影響は？ 

太陽電池にごみやほこりが付着する晴天が続き、砂ほこり等が付けば発電量が

数％程度ダウンすることもありますが、雨風で洗い流されるとほぼ元の能力に回復

します。 

一般の住宅地区では塵などの汚れは降雨で流されるので、掃除の必要は殆どあ

りません。 

ただし、交通量の多い道路の隣接地域では油性浮遊物が付着し降雨だけでは流

されない場合があります。 

平均的な都市部で汚れによる出力低下はおよそ5％以下です。 

Q12. 夜はどうするのか。蓄電池な

どは有るのか？ 

電力会社の配電線と継ぐ系統連系システムが主流で、夜は電力会社の電気を利

用します。 

学校や公共の防災拠点となる施設などでは、災害時の緊急用として、蓄電池を備

えたシステムを導入しているところもあります。 
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Q13. 太陽電池は蓄電できるのか？ 太陽電池は太陽光により発電しますが、太陽電池自体に蓄電能力はありませ

ん。蓄電の際は別途二次電池を備えたシステムが必要となります。 

Q14. ガラスの反射についてはどう

ですか？ 

特殊ガラスを使用しており、窓ガラスほど反射しない表面となっており、とくに

問題となった事はほとんどありません。 

ただし、太陽電池モジュールの設置方位と角度（特に北面方向）によっては、近

隣住宅に｢反射光」が差し込む場合がありますので、周辺環境を考慮して設計す

る必要があります。 

Q15. 積雪の日も発電するのです

か？ 

積雪の場合は、太陽電池の発電量は期待できません。 

傾斜を持たせた太陽電池モジュール上に光が届く程度のわずかな雪であれ

ば、太陽電池セル部の温度上昇と、周囲の気温上昇により一部の雪が溶け滑落

します。 

一方、積雪量が多く太陽電池に光が届かなければ、発電はできなくなりますの

で、雪が多い地域では、雪がモジュールから滑り落ちる角度とし、積雪以上の高

さの補高台に設置する等の考慮をして計画します。 

Q16. 太陽光発電の長所は何です

か？ 

①クリーンな発電方式です。 

太陽光発電は、太陽光エネルギーを電気エネルギーに直接変換するので、物

理的あるいは化学的変化を伴いません。発電時に一切の排出物の発生がなく、

可動部もないため騒音の発生もありません。 

②発電のためのエネルギー源は太陽光ですので、クリーンで無尽蔵です。 

③機械的な可動部がないので保守が容易で、且つ長寿命です。 

④太陽電池の設置面積により、発電量が決まりますが、発電する時の発電効率

は一定です。 

⑤必要な場所で発電できます。 

Q17. 太陽光発電の短所は何です

か？ 

①他の発電設備に比べると、発電効率が低いため、ある程度の面積が必要とな

ります。しかし、屋根、屋上等の空きスペースに設置することが可能です。 

②発電出力は日射がある昼間しか発電できず、季節、時刻、天候に左右されま

す。また、夜間は発電できません。 

しかし、通常は電力会社の電力と連系することにより負荷に安定した電力を供給

することができます。 

系統が停電時の場合でも、日射がある昼間発電しており、自立運転機能を有した

パワーコンディショナを用いれば、専用コンセントを介して特定負荷に電気を供給

することが可能です。 

また、目的に応じて蓄電池を設けて発電可能な昼間に電気を貯めておき、夜間

や災害等の停電時にその電気を使用することが可能なシステムもあります。 

③技術進歩と市場の広がりで価格は下がってきていますが、まだ他の発電設備

と比べると割高です。 
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Q18. どれくらい発電するか？ 

システムの発電量は設置角度と設置方向で変わりますが、10kWシステムで年

間発電量は、全国平均に近い東京で約 10,000kWh前後です。実際の発電量は設

置方向と設置角度による月別平均日射量・パワコンの損失…8％・素子温度上昇

による損失（結晶系の場合12～2月…10％、3～5月、9月～11月…15％、6～8月

…20％）、その他の損失（配線・受光面の汚れ・逆流防止ダイオード・等…7％）で

概算発電量が求められます。 

 

地域 札幌 青森 仙台 新潟 金沢 東京 

平均日射量

（kWh/㎡・日） 
3.81 3.56 3.85 3.55 3.56 3.73 

地域 宇都宮 長野 名古屋 京都 大阪 神戸 

平均日射量

（kWh/㎡・日） 
3.97 3.96 4.21 3.74 3.91 4.06 

地域 高松 広島 宮崎 福岡 熊本 那覇 

平均日射量

（kWh/㎡・日） 
4.12 4.17 4.36 3.94 4.11 4.02 

（方位真南、傾斜角30°の日射量；NEDO MONSOLA11より） 

Q19. システム設置でどれだけ地

球環境に貢献できるのか？ 

10kWの太陽光発電システムを設置した場合、全国平均では年間約10,000kWh

の発電量が期待できます。 

これを火力発電所の代替と仮定すると、地球温暖化の原因であるCO2の年間発

電量を炭素〈Ｃ〉量に換算すると年間1.89t-Cの二酸化炭素排出削減となります。 

またそのCO2吸収効果を森林面積に換算削減すると、森林1.94ヘクタールに相

当します。 

★ 設置された太陽光発電システムは全くCO2を発生しませんが、システム生産

時は商用電力を使用しております。 

システムを20年間運用した場合の総発電量に、石油火力で発電された商用使用電

力が排出したCO2の量を換算し、ここから差引きし、年間削減量を算出しています。 

Q20. 太陽光発電システムがクリー

ンな電気を発電しても、シス

テムを製造する時に大量の

電気を消費していないか？ 

太陽光発電システムの製造時に消費される電力と同量の電力を、製造された

システム自身が発電するのに結晶系太陽電池で1.6～2.5年、アモルファスで1.1～

2.3年程度かかります。 

これをエネルギー・ペイバック・タイム(EPT)と表現します。すなわちシステムを

設置して2.5年目以降は、全くクリーンな電気をお客様自身で創出・使用できます。

Q21. リサイクル法適用商品なので

すか？ 

現在はまだ、特定家庭用機器再商品化法(家電リサイクル法)のような法律には

適用されません。 

家電4品目のリサイクル商品化率法定基準値（質量比）では、エアコン：60％、

テレビ：55％、冷蔵庫：50％、洗濯機：50％等ですが、太陽光発電システムについ

てはまだ基準等についても何ら決まっておりません。 

現状では一般及び産業廃棄物扱いとなっています。 

期待寿命が20年以上と長い為、今後生産量が2桁上がるとリサイクルが必要と

考えられており、現在産官学共同で検討中です。 

Q22. 太陽電池モジュール他、構成

部品のリサイクル難易性

は？ 

構成部位毎でのリサイクル可能性は次の通りとなっています。 

1. 強化ガラス ：再生ガラスとして別途製品への使用は可能。 
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2.  設 計 編 

Q23. 各種自然災害に対する対策

は？ 

・雷:太陽電池が直接落雷を受けたという事例は極めて稀です。一般の屋外設置

の電気機器でもごく稀に被害を受ける例もありますが、これらは直接落雷ではな

く、関節的な誘導電流が流れることによって受ける被害です。一般住宅として屋

外に設置されている他の電気機器同様、太陽電池だからといって落雷を受け易

い理由はありません。落雷の懸念が全くないわけではありませんが、太陽電池

システムとしての落雷対策は、回路内に一定性能のサージアプソーバ（避雷素

子)等を設置して誘導雷対策を行い、被害を食い止める策をとっています。 

• 耐震性: 太陽電池パネルおよび架台の重さは和瓦に比べ 1/4～1/5 と軽く、屋

根への荷重は直常の建築物では問題ありません。太陽電池モジュール等はねじ

れ、振動などに関する試験や強度計算により、十分な検討の上設計されていま

す。 

・風、台風:屋根への太陽電池の取り付け強度は建築基準法にもとづき、強風に

も耐えるよう設計されています。 

・雪害: 各メーカーより積雪量に応じた太陽電池モジュール・架台と推奨傾斜角度

が用意されており、また積雪量による地域制限により、積雪によって発電量は減

りますが壊れることはありません。 

・雹: モジュールのガラス面はJIS規格(1mの高さから227g直径38mmの鋼球を落

下させて、これに耐えること)に適合した強化ガラスを使用しており、雹で割れる

ことはまずありません。耐衝撃性能は通常の屋根材と同等と考えてください。 

Q24. 地震など災害時には使える

のか？ 

停電になってもパワーコンディショナの自立運転機能により、太陽光が当たっ

ていれば系統と完全に切り離した上で最大定格出力の発電電力範囲内の電力

が使用できるシステムもあります。 

Q25. 防災性能の認定を受けてい

ますか？ 

｢建築基準法第68条の26 第1項の規定に基づき、建築基準法第63 条の規定

に適合する｣構造方法又は建築材料として、国土交通省の認定を受けているもの

があります。 

Q26. 耐火の認定はどうですか？ 耐火認定を受けた太陽電池屋根もあります。 

Q27. 太陽電池モジュールの上に

人が乗っても壊れないか？ 

強度的には問題ありませんが、ガラスは滑りやすく非常に危険です。モジュー

ルの上へ人が乗ることは各メーカーが禁止事項としています。 

Q28. 停電の時はどうな のです

か？ 

系統連系システムの場合、太陽光発電システムは系統から切り離されます。

系統が復旧した場合、太陽光発電システムは、自動的に系統に連系されます。

手動又は自動により自立運転に切り替えるシステムの場合、太陽光発電システ

ムが発電状態であれば日射強度に応じた発電電力が使用できます。 

Q29. 塩害についてはどうですか？ 
各メーカーごとに海岸からの距離を基準として塩害地域を規定しています。詳

しくはメーカーにお問合せ下さい。 

Q30. 一般的には何kWを設置して

いるのか？  

ビルや学校の屋根等へ数kW～数十kWクラスの設置から、工場の屋根などへ

数百kWクラス、更に発電用として地上にMWクラスの設置まで、様々な規模の太

陽光発電システムが設置、計画されています。 
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Q31. kW（キロワット）とkWh（キロワ

ットアワー）の違いは何です

か？ 

“kW”とは瞬時の発電電力を示し、“kWh”とは1時間あたりの発電電力量若しく

は、ある時間帯・1日等の消費又は発電電力の時間積算値を示します。10kW発

電を5時間続けた場合、10×5＝50kWhの発電電力量となります。 

Q32. 電圧は100V、200Vどちらでも

使用できるの？ 

公共産業システムの場合、3相3線200Ｖ出力が標準です。また、特別に単相3

線105／200Ｖ回路用に製作することも可能です。 

Q33. パワーコンディショナの目的

は？ 

太陽電池で発電した直流の電気を、電力会社から送電される電気と同じ交流

に変換する機能と、系統との連系に関する保護を目的として設置します。 

太陽電池の発電電力を最大限に効率良く取り出すことと、配電系統と安全に連

系することが重要な機能となります。 

Q34. パワーコンディショナで何を

保護するの？ 

系統連系に関する各種保護（系統不足電圧、過電圧、系統周波数変動）と直流

流出及び単独運転の防止です。 

Q35. パワーコンディショナの容量

はどれくらいですか？ 

今まで、非住宅分野で多く使用されていたパワーコンディショナの容量は10kW

でしたが、固定価格買取制度施行に伴って、100kWクラスからMWクラスまで大規

模な容量のパワーコンディショナが多数出てきております。従って、10kWパワー

コンディショナを複数台組合せて、大規模なシステムを構築することも可能です

し、太陽電池容量に合わせて、大容量のパワーコンディショナ1台での対応も可

能です。 

Q36. バイパスダイオードとは何

か？ 

太陽電池と並列に、太陽電池の出力電圧とは逆方向となるように接続し、陰な

どの影響で逆バイアスされた太陽電池の電流をバイパスするためのダイオード

です。 

Q37. ブロッキングダイオード（逆流

防止ダイオード）とは何か？ 

太陽電池と負荷又は蓄電池との間に順方向に接続されたダイオードで負荷又

は蓄電池からの逆流を防ぐ為のダイオードです。 

Q38. 接続箱とは？ 

太陽電池モジュール（アレイ）の出力を集電して、パワーコンディショナに供給

します。 

直流開閉器、逆流防止機能及び誘導雷保護装置等を収納します。 

Q39. 積算電力量計とは？ 

「逆潮流有り」で電力会社と受給契約を結ぶ場合には、買電用の電力量計と余

剰電力売電用の電力量計の2個が必要です。 

＜買電用電力量計＞電力会社から購入する電力量を積算します。 

＜売電用電力量計＞電力会社に売る余剰電力量を積算します。 

Q40. 据置型の質量はどれくらいで

すか？ 

結晶系の10kWシステムで考えますと、モジュール本体の質量は約700～

1000kg、架台は条件によって異なりますが、おおよそ1500～2500kg程度となりま

す。 

Q41. 取付の構造はどのような種類

がありますか？ 

取り付け方法として、大きく分けて2種類あります。 

①架台据置形 … 建物屋上や屋根の上に傾斜を持った架台を据え置き取り付

ける方法。 

②建材（又は屋根材）一体形 … 屋根、建物の壁面・カーテンウォール等、建築

部材と一体化して取り付ける方法。 
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Q42. 屋根材一体形と据置形では

施工方法は異なるのです

か？ 

異なります。 

据置形太陽電池では屋上基礎の上にベース材を取り付け、鋼材などを用いて

架台を組んで、これに太陽電池を取り付けます。 

これに比べ、屋根材一体形の場合は、直接建物構造材やその上に位置する

太陽電池モジュール受材に取り付ける方法です。 詳しくはメーカーにお問合せ

下さい。                     

Q43. 建物はシステムの重さに耐え

られますか？ 

10kWシステムを設置する場合、太陽電池モジュールおよび架台の重さは約 2

500kg程度であり、この重さが約75～90㎡の面積に分散されます。また、質量だ

けでなく、設置条件によって異なる風圧や積雪過重の検討も必要です。 

建物の強度については、建築設計した会社や設計事務所に確認しておくのが

よいでしょう。 

Q44. 設置傾斜角度はどのくらいが

最適か？ 

太陽電池の発電量の面では全国平均的には30°前後が最も有利ですが設置

工事やメンテナンスのことを考えると地域によって差があり、発電量が数％しか

変わらない 20°から 30°程度の傾斜角度での設置が多く採用されています。ま

た、メガソーラーなど広い面積が必要な場合などは、土地の賃貸料等を含めた

費用と発電量から得られる収益との兼合いで設置角度を決定する場合がありま

す。 

Q45. 方位、傾斜角により発電量は

どの程度変化するのか？ 

設置方位は真南向、傾斜角度20～30°が最適です。 

（20°と30°の発電量の差は約1～2％程度です） 

真東、真西向きに設置しても真南に比べ結晶系太陽電池では約15％程度の発

電量低下となりますが、十分に使用できる方位です。 

Q46. モジュール（または太陽光発

電システム）の設置方位や設

置角度の影響は？ 

太陽電池モジュールの発電量は設置場所の緯度、天候、設置方向、設置角

度、通風状況等の設置条件に影響されます。 

原則的には最大の発電量が得られる方位、角度に太陽電池モジュールを設置

しますが、外観や構造（耐風圧など）や経済性などを考慮して、必ずしも発電量

が最大になる条件で設置されるとは限りません。 

屋根など既存の場所に設置する場合にはその設置する場所に合わせた方向

（方位）、角度に設置することが一般的です。 

Q47. 設置できる屋根は南向きだけ

ですか？ 

下図のように太陽電池を設置する方位によって発電量が変わります。方位を

確かめて設置してください。またひとつのシステムを東西などに分けて設置する

こともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜東京、傾斜角度30度の場合、出展：ＮＥＤＯ気象データ＞ 

 

北 （63％） 

 設置検討必要 

西

（84％）

設置に適

東 

（84％） 

設置に適 南 

（100％） 

設置に最適 
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Q51. 太陽光発電システム設置の

際、届け出の必要は？ 

 

出力規模により区分されています。住宅用など小容量の場合には基本的に届

け出は不要です。但し、電力会社との事前協議は必要となります。 

詳細は、第1章６②を参照下さい。 

Q52. 太陽光発電システム設置の

際、避雷針の設置義務は？ 

太陽電池アレイを設置することで避雷針の設置義務は、発生しませんが、特

に落雷が多い地区では、避雷針の設置も検討する必要があると考えます。 

また、建築基準法では、高さ 20ｍを越える場合は、避雷針の設置義務が発生

します。（建築基準法第33 条､JIS A4201） 

Q53. 太陽電池は㎡あたり何Ｗ設

置できますか？又、10kWを設

置する場合、必要面積は？ 

太陽電池の変換効率により、1m2あたりの太陽電池容量は異なりますが、目安

としては、結晶系では約150(W)程度と考えてください。詳しくはメーカ等のカタロ

グをご参照ください。 

例えばモジュール変換効率15％のものを隙間無く10kWを取り付けると 

2
2

m67.66
15.01kW/m

kW10



 

となり、発電に約67㎡必要となります。 

但し、架台の余長及び取り付け・メンテナンススペース等を加えると、約75～

90㎡必要となります。（特殊な設置の場合及び太陽電池の種類が異なると、約

140～170㎡必要となることがあります。） 

Q54. パワーコンディショナの設置

場所はどこが良いのです

か？ 

パワーコンディショナの設置環境・条件は使用温度0～40℃、湿度85％以下程

度です。これらの条件を満たすとなると、電気室等室内が最適ですが、室内に設

置出来ない場合、屋外キュービクルの中に収納します。また、メガソーラー等の

地上設置の場合、空調設備を完備したコンテナへ収納するケースが増えてきて

おります。 

Q55. 太陽電池システム以外どのよ

うな設備の設置が必要です

か？ 

余剰売電の場合の系統連系システムでは、一般的には下記設備の設置が必

要となります。 

①専用交流開閉器 

一般的には専用の分電盤に収納されます。 

②電力量計 

売電する電力量を計測するために設置します。 

また、全量買取の場合のシステムでは、上記機器の他、受電する為の機器が

必要となります。連系する電圧の区分によって、必要となる機器が異なりますの

で、詳しくはメーカー等にお問合せ下さい。 

Q56. 雪への対応はどうすれば良

いですか？ 

冠雪状態ではほとんど発電しないため、太陽電池アレイの傾斜角度を、10～

20cmの積雪自重で、容易に滑落し、氷結しにくい角度として50～60°程度に設

定します。また、積雪により、周囲の雪に埋没しない高さに設置することが必要

です。 

Q57. 建物の工期への影響はあり

ませんか？ 

基本的にはありません。 

但し、屋根材一体型など建物に直接太陽電池を適用する場合や、特別な基礎

工事が必要となる場合などは、建物自体に影響がでるため、工期にも影響を及

ぼすこともあります。 
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Q58. 太陽電池は外壁としても使用

できますか？ 

太陽電池を外壁として用いる場合は建築基準法に基づき、耐火認定を取る必

要があります。また建築物との取り合いを設計段階で詰めておく必要がありま

す。 

Q59. 工事期間はどのくらいです

か？  

システム規模や仕様によって異なりますが、10kWシステムで、電気設備の取

り付け、仕上げ、点検と電力会社の立会などを含め、雨天などを考慮し1～2ヵ月

と考えてください。 

Q60. 公共・産業用システムでの電

気の売買のしくみは？いくら

で買ってくれるのか？ 

   

2012年7月施行の固定価格買取制度により、H24 年度は、10kW以上のシステ

ムにおいては、40円/kWh（税抜き）、20年間買い取ってもらうことができます。買

取価格は、毎年変更となりますので注意願います。また、この買取価格は、全量

売る場合でも余剰分のみを売る場合でも同じです。 

Q61. どの程度の期間で元が取れ

るのか？ 

 

設置する地域や初期導入の価格（設置時の特殊条件等）システムによって異

なりますので、一概にどの程度で元がとれるかはいえません。 

Q62. 発電単価はどのくらいか？ 

 

2011年12月19日のコスト検証委員会報告書によれば、2010年の発電コスト

は、メガソーラーで、30.1～45.8円/kWh、住宅用が33.4～38.3円/kWhが報告され

ています。今後、大量に導入されれば、コストは徐々に低下していくものと考えま

す。 

Q63. 太陽光設備を設置する場合

の関連する条例、法規は？ 

 

50kW未満の太陽光発電は、一般電気工作物となりますが、50kW以上では自

家用電気工作物の扱いとなります。 

50kW以下の一般電気工作物の場合、保安規定の届け出義務が廃止され、法

定点検が不要となります。 

電気関係法規としては、電気事業法、同施行規則、電気設備の技術基準等が

挙げられます。また、ビル等建物内の配線等に関しては、法規ではないが、内線

規程に準拠する必要があります。更にビルの場合等は建築基準法及び同施行

令にしたがって設置を行う必要があります。 

Q64. 電力会社との協議・申請に必

要な書類は？ 

電力会社によって、名称は異なりますが下記の様な書類が必要です。詳しく

は、管轄の電力会社へお問合せ下さい。 

①太陽光発電設備設置申込みに関する書類 

・ 電力会社にメーカー名、容量を通知する書類 

・ 連系を行う施設の状況を通知する書類 

・ 余剰電力の購入申し込みに関する書類 

②太陽光発電設備の詳細に関する書類 

・ 太陽光発電設備の基本仕様に関する書類 

・ 施設の電気契約／保護継電器に関する書類 

・ 単線結線図 

③連絡体制に関する書類 

・ 電気主任技術者の連絡先や、系統事故が発生した場合の連絡体制に関す

る書類 

④電力需給契約に関する書類 

・ 電力会社様とお客様の契約に関する書類 
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Q65. 太陽電池出力の保証？ 
太陽電池メーカーでは、モジュールの納入時点での定格出力保証（発電性能）

を行っております。 

Q66. 保証体制はありますか？ 
各社それぞれに、保証体制を整えています。 

詳細は各メーカーにお問い合わせください。 

Q67. 太陽電池モジュール（または

太陽光発電システム）に感電

しない為の注意事項や予防

策は何か？ 

設置工事の際は、ゴム又は皮革等の絶縁手袋を着用して作業を行ってくださ

い。 

雨天・積雪・落雷の兆候がある時は作業を行わないでください。 

日常点検と定期点検を確実に実施してください。 

Q68. ＮＥＤＯとはどのような団体で

すか？ 

｢新エネルギー・産業技術総合開発機構｣のことで、経済産業省の管轄になっ

ています。 

Q69. ＮＥＤＯの役割はどんなもの

ですか？ 

ＮＥＤＯでは、各種産業用の新エネルギーについての先端技術開発及び市場

への普及促進を担っています。 

 

4.  運 用 編 

Q70. システム導入後、毎日の操作

の必要は？ 

全く必要ありません。 

太陽光発電システムは日の出とともに自動的に運転を開始し、日の入りととも

に自動的に停止しますので煩わしい操作は一切ありません。

Q71. 太陽電池モジュール（または

太陽光発電システム）が壊れ

る（寿命を迎える）ときの原因

は？どこが悪くなるのか？ 

可動部の無い発電の為、長寿命且つ低故障率の発電システムです。故障個

所は使用環境に左右されシステム構成部品の経年変化による劣化や、何らかの

外力がモジュールに加わった衝撃により破損する場合が有ります。 

Q72. 主回路ケーブルの耐用年数

はどのくらいですか？ 

太陽光発電用ケーブルは屋外仕様のCVケーブル又はHCVTケーブル(耐熱用

ビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル)等を使用しています。また、配線方法

は、配管等により配線されるため通常20年以上の耐久性が有るものと考えてい

ます。 

Q73 パワーコンディショナの運転

音はうるさくないですか？ 

パワーコンディショナの運転は日中のみの運転となりますので、日中の騒音

レベルを考えるとそれほど大きな音ではないと考えます。定格運転時での騒音レ

ベルは約40～75ｄｂ（デシベル）程度です。パワーコンディショナの運転は日中の

みの運転となりますので、日中の騒音レベルを考えるとそれほど大きな音ではな

いと考えます。ただし、人によっては気になる場合があるため、パワーコンディシ

ョナの設置場所を考慮する必要があります。 

Q74. パワーコンディショナは運転

中、熱を持ちますか？ 

運転中は、温度が高くなりますが、触れられない程の高温にはなりません。 

万が一、安全な温度を超えた場合は、パワーコンディショナ本体の保護機能

が働いて運転を停止します。 
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5.  保 守 編 

Q75. 法定点検が必要ですか？点

検の頻度は？ 

 

法定点検の要否は、発電システムの出力によって、下記のように決まってい

ます。 

・ 50kW未満（一般電気工作物）： 自主点検 

・ 50kW未満〔高圧連系〕（自家用電気工作物）： 2回以上/年 

・50kW以上：（自家用電気工作物） 2回以上/年 

尚、全量売電の場合の法定点検頻度については、別途メーカー等にお問合せ

下さい。 

Q76. 電気配線コードをネズミがか

じる事が有りませんか？ 

ないとは言えません。 

しかしながら、最近ではネズミによる被害は余り聞きません。 

そういう意味では余り気にされる必要はないと考えます。 

Q77. 太陽電池の廃材は産業廃棄

物などですか？ 
産業廃棄物として処理して下さい。 

Q78. 定期検査は必要か？その項

目やインターバルは？ 

機器等の外観・発生電力・系統電圧等の点検を、ユーザの構内高圧設備と同

様の点検を推奨しております。 

点検項目は、太陽電池モジュール、太陽電池架台、ケーブル、接続箱、パワー

コンディショナ、連系保護装置、計測装置、表示装置の目視・付属計器・テスター

等の計測器を使用した検査を行います。 

日常点検と定期点検が必要であり、詳細は各メーカーにお問い合わせくださ

い。 

Q79. 保守点検はどうするのです

か？だれに頼めばいいので

すか？ 

施工した太陽光発電システムの取扱会社で点検を行うこともできます。 

保守点検の希望はお客様に確認を致し 条件に応じて締結します。（締結され

ない場合はお客様にてお願い致します。） 

これまでの例では殆どお客様組織内の電気主任技術者の方が実施されてい

ます。 

Q80. 点検の内容、費用はどれくら

いですか？ 

ユーザの電気主任技術者資格を持っている、職員又は社員が点検を実施され

ることを推奨しており、この場合特に費用の発生はありません。外観・発生電力

量・系統電圧等のチェックを行います。 

資格者が組織内又は社内にいない場合は、従来の高圧受電設備の点検と同

様に、各地の電気保安協会等へ委託することもできます。最寄りの電気保安協

会等へお問合せ下さい。 

Q81. 日常の点検はどのようにする

のですか？ 
日常点検は主に、目視とシステムに付属の各種計器による確認となります。 

Q82. 消耗部品はどのようなものが

ありますか？ 

太陽光発電システムは、風力発電機やマイクロガスタービン発電機等と異な

り、回転部や駆動部がなく、燃料を補給する必要もないため、消耗部品はありま

せん。 
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Q83. 絶縁抵抗値はどれくらい必要

ですか？ 

電気設備技術基準・解釈や内線規定に従い、0.4MΩ以上必要です。 

(300Vを超える部分が全くない機器の場合は0.2MΩ以上) 

但し、誘導雷保護のための、サージアブソーバやサージアレスタ類が装備さ

れているので、これらを抵抗測定時には一端を浮かせるなどの処置が必要で

す。 

詳細は納入メーカーのマニュアルに従ってください。 

Q84. 台風・強風時に物が飛んでき

て、もし太陽電池が割れた

ら？ 

表面ガラスや内部の一部太陽電池セルが割れた場合、ガラスやそのセルの

みの交換、修理は出来ません。 

その割れた太陽電池モジュールの交換が必要です。 

Q85. 鳥の糞等による汚損が著しい

場合はどうするの？ 

受光障害により、発電量が低下する他、状況によってはその汚損の著しい太

陽電池セルが周囲のセルに比べて温度が上昇する場合があり、長期的には好

ましくありません(ホットスポット現象)ので、付着物を取り除いて下さい。 

 

6.  用 途 編 

Q86 太陽光発電はどのようなとこ

ろに使われているのか？ 

建築物内外の照明や動力、イルミネーション、広告等表示装置等の電源、また

防災用電源として以下のところに設置されています。 

公共施設 学校 文化施設 体育施設 

 庁舎 病院・医療福祉施設 

 公民館 公園 等 

交通関連施設 道路照明 道路等防音壁 

 船舶航路標識 灯台 駅舎 等 

民間業務施設 事務所 店舗 等 

産業施設 工場 事業所 倉庫等 
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4- 3 設 置 事 例

4-3 設置事例

地上設置型

地上設置型
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地上設置型

地上設置型
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地上設置型

地上設置型
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地上設置型

地上設置型
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地上設置型

屋根置き型
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屋根置き型

屋根置き型
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屋根置き型

壁設置型
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屋根置き型

追尾型
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屋根置き型

屋根置き型
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屋根建材型

屋根建材型
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屋根建材型

屋根建材型
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壁設置型

壁建材型
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トップライト型

トップライト型

160



ひさし型

ルーバー型
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4- 4 関 連 団 体

4-4 関連団体

太陽光発電システムは地球環境保全のためのエースとして脚光を浴びていますが、 本格的普
及拡大のためには更なる価格低減が必要です。
そのため、産官学が一丸となって研究開発、普及拡大施策等に取り組んでいます。 以下に主
な機関を記載します。詳細は各ホームページをご覧ください。

新エネルギー・産業技術総合開発機構
通称NEDO。国の総合的な新エネルギーの研究開発を担当しています。

ホームページ: http://www.nedo.go.jp

財団法人新エネルギー財団
国の各種施策を実施する団体です。
ホームページ: http://www.nef.or.jp

太陽光発電技術研究組合
研究開発の実務を統括するところでNEDOとともに企画・立案するところです。

ホームページ: http://www.pvtec.or.jp

社団法人日本電機工業会

電機産業についての標準化を担当しているところで、太陽光発電システムの
標準化を進めています。

ホームページ :http://www.jema.or. jp

財団法人光産業技術振興協会

光産業に関する技術開発、標準化について推進しているところで、太陽電池
モジュールの標準化を進めています。

ホームページ:http://www.oitda.or. jp

独立行政法人産業技術総合研究所
通称（産総研）AIST。基礎から実用化まで連続的に研究を行っています。

ホームページ:http://www.aist.go.jp
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4- 5 参 考 図 書

4-5 参考図書

太陽光発電協会では太陽光発電システムの普及促進の一貫として、太陽光発電システ
ムの解説書その他種々の冊子、書物を発刊しています。

以下、主なものを紹介します。

太陽光発電システムの設計と施工
平成23年9月改訂4版第1刷発行
太陽光発電システム設計・施工関係者を対象に、現場で必要な知識を重点的に記述し、工務店、設計事務
所等の技術者にすぐに役立つ内容でまとめたものです。

太陽光発電システム PV施工技術者 研修テキスト
平成24年12月発行
住宅用太陽光発電システム施工技術者向けに、現場で必要な知識及び標準施工を記載したもので、JPEA
認定「PV施工技術者」取得するための研修テキストです。

※ご入用の場合には太陽光発電協会までお問い合わせください。
なお、『太陽光発電システムの設計と施工』につきましては、一般書店でもお求めいただけます。

【お問い合わせ先】
一般社団法人 太陽光発電協会
〒105-0004 東京都港区新橋二丁目12番17号
新橋I-Nビル8階
TEL：03-6268-8544
FAX：03-6268-8566
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4- 6① 陰の影響について

4-6 巻末資料

1.陰の基礎知識
（１）直達光と散乱光

太陽光発電システムに陰がかかった場合には、日射量が減少するため発電量が低下します。
日射量には２つの成分があり、太陽から直接到達する直達光と、大気や雲に散乱されて到達する散乱光とがあり

ます。年間を平均すると、太陽電池を水平面設置した場合に得られる日射量の直達光と散乱光の比率はほぼ同じ
になります。太陽電池モジュールの設置方位と太陽の方位が近い時刻には直達光の割合が多くなります。また晴
天時には直達光の割合が多く、曇天時には散乱光の割合が多くなります。

一般的に陰が発生した時には直達光と散乱光の一部がさえぎられます。太陽電池に陰がかかると発電量が０に
なると思われがちですが、残りの散乱光成分で発電できる場合もあります。

太陽電池アレイ全体に陰がかかっている場合には、陰がかかっていない場合の約１０％～４０％程度の発電量で
あることが多いようです（天候、設置方位、時間帯などにより異なる）。システム電圧としてパワーコンディショナの起
動電圧に達しない場合には、電力として取り出すことができません。

（２）陰と障害物
障害物の大きさ(天空に対する比率)

障害物などの天空に対する比率によって、陰の部分の散乱光は変わります。障害物までの距離と障害物の
大きさで、陰の部分の散乱日射量はほぼ決まります。

・天空の比較的広い領域を占める障害物
散乱日射量は、陰を作っている山、隣接建物などだけでなく周囲の建物なども含めて、天空に対する比率分

減少します。
・天空の一部の領域を占める障害物

電柱、アンテナ、電線などで、散乱日射量はほとんど減少しません。
・太陽電池モジュールと障害物がほぼ密着している場合

積雪や、鳥の糞、木の葉の下では散乱日射量はほぼ０となります。
・太陽高度や雲など

太陽光は大気を透過する時、散乱、吸収の影響を受けますが、太陽高度が低くなる冬期や朝夕のように大
気の厚みが厚くなると吸収などの影響をより強く受け、全天日射量に対する散乱日射量の比率も大きく変
化します。また、快晴の時や雲が天空に散在する時など空の状態によっても散乱日射量は変わります。

・周囲の建物環境
周囲に建物があると一般的に散乱日射量が減少します。天空に対する比率が大きいほど、散乱日射量はほ

ぼ比例して減少します。また、稀なケースとして、建物のガラス壁面などに太陽光が反射して入射していると、
陰ができても日射量の減少は押さえられます。
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２．陰の影響の考え方
太陽電池アレイに、山・建物・電柱・樹木等の陰がかかると、発電量が低下します。この発電量が低下する
割合は、単純に陰の面積に比例するのではなく、陰の形状・濃さ（光の量の多少）などの陰のかかりかたや、
直達光と散乱光の比率などによって変化します。
その関係は複雑なため、陰による発電量低下を正確に算出することは困難です。

①陰が太陽電池アレイ全面にかかった場合
均一な濃さの陰が太陽電池アレイ全面にかかった場合の太陽電池の発電量は、陰の濃さに比例したもの
になります。

②陰が太陽電池アレイの一部にかかった場合
太陽電池アレイの発電電力は、陰の大きさ（面積）に単純に比例しません。その理由は、陰の部分が、電流
を制限する関所のような働きをするためで、一部の陰でもストリング全体に影響を及ぼします。（下図参照）

多くの太陽電池モジュールでは、陰の影響を低減するためにバイパスダイオードが内臓されています。
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４．陰の影響を小さくするための工夫
ここでは、「陰の影響を少なくするための工夫」を簡単に説明いたします。
（１）パワーコンディショナの入力電圧範囲について

パワーコンディショナには、運転に必要な「直流電圧下限値」と「直流電圧上限値」があり、これが「入力電圧
範囲」となります。例えば、朝、太陽が顔を出すと、太陽電池モジュールが発電を始め、パワーコンディショ
ナは、太陽電池モジュールの発電による電圧を検知し、「ある一定値以上」となった時に運転を開始します
（起動電圧値以上）。

「入力電圧範囲」はパワーコンディショナによって異なりますが、100～370V（直流電圧）程度です。太陽電池
モジュールを複数枚直列に接続してストリングを構成するのは、パワーコンディショナの「入力電圧範囲」内
に電圧を上げ、適正に運転させるためです。

（２）陰による「ストリング電圧」の減少について
太陽電池モジュールに陰が生じると、陰となった部分が発電に寄与しなくなり、逆に抵抗体となって電流を
流さない方向に作用します。この現象を避けるために太陽電池モジュールにはバイパスダイオードを入れ
て対策を行っていますが、発電に寄与しない分の電圧低下が、トータルとして「ストリング電圧」を低下させ
てしまいます。電圧低下が大きくなると、パワーコンディショナの「入力電圧範囲」を下回ってしまい、ストリン
グ全体が発電に寄与しなくなります。
つまり、モジュールに陰が生じると「入力電圧範囲下限値」まで電圧が上がらなくなり、発電ロスに繋がる場
合があるということになります。

３．陰による発電量低下シミュレーション
陰の影響によって年間発電量がどの程度減少するかについてシミュレーションした結果を示します。陰の影
響の度合いは太陽電池の種類、配線方法、散乱光の割合などにより異なるため、このシミュレーション値は
あくまで目安とお考えください。

①シミュレーション条件
陰となる障害物として、高さ１２ｍの隣家および電柱を想定。隣家までの距離、電柱の位置を各３条件設定
したシミュレーション。詳細は下図参照。

隣家１ｍ 隣家５ｍ 隣家10ｍ 電柱① 電柱② 電柱③

88～91 96～99 99 96～98 99～100 100

陰がない時の年間発電量を１００としたときの値
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（３）システム設計するに当たって
太陽電池モジュールを設置する際に、陰を生じさせない部分に設置することが重要ですが、「どうしても陰が
生じてしまう」ことがあると思われます。その対処方法について簡単に説明いたします。
ここでは、１２枚の太陽電池モジュールに対して３枚の太陽電池モジュールに陰が出来ることを想定します。
この場合は下図のような３パターンが考えられます。

（ａ）各ストリングに１枚づつ陰が出来る太陽電池モジュールがある
（ｂ）１ストリングに２枚と1枚の陰が出来る太陽電池モジュールがある
（ｃ）１ストリングに３枚の陰が出来る太陽電池モジュールがある

では、どのパターンが最も発電量のロスが少ないのでしょうか？ここで、上述しましたパワーコンディショナ
の「入力電圧範囲」が関係してきます。
下図のシステムを考える場合、仮に「入力電圧範囲」が「太陽電池モジュール３～４枚」が適正値とします。
すると下図の３パターンは、

（ａ）各ストリングのモジュール３枚が発電しているので、３ストリングともに「入力電圧範囲」に入る
（ｂ）１ストリングがモジュール２枚しか発電していないので、「入力電圧範囲」には２ストリングしか入らない
（ｃ）１ストリングがモジュール１枚しか発電していないので、「入力電圧範囲」には２ストリングしか入らない

となりことになります。
一般的には（ｃ）のように１ストリングに陰が生じるようにストリング構成を行い、残りの２ストリングの発電量
を期待する方法を用います。しかし、太陽電池モジュールへの陰のかかり方によって左右されますので、電
気的には（ａ）の方が（ｃ）よりもバランスが整っているために発電量が期待できる場合もあります。

（ｂ）は２ストリングしか発電出来ない上に、各ストリングの電気的なバランスが最も悪いためパワーコンディショ
ナが最適動作をせず、発電量が最も低下する可能性がありますので、お奨めできません。
つまり、「太陽電池モジュールに陰が生じる場合は、電気的にバランスが取れるようなストリング構成」を考
えた太陽光発電システムの設計が重要であり、（ｂ）のような電気的にバランスの悪いシステム設計は避け
て下さい。
なお、「陰は時間によって変化する」ため、その瞬間だけで判断できるものではありませんので、太陽光発
電システムメーカーにご相談いただくようにお願いいたします。
最後に、太陽電池モジュールに陰が生じると発電ロスを完全に回避することは出来ません。極力、太陽電
池モジュールに陰を生じさせないような設計計画のご立案をお願いいたします。
最近では、各系統の電圧差を補正する装置単品、あるいはパワーコンディショナに補正機能を内蔵したも
のが住宅用システムでは発売されております。このような装置をご使用いただくことで電気的バランスの悪
さによる発電量の低下を回避することは可能です。

(a)各系統に陰が生じる
モジュールが1枚

(b)２系統に陰が生じるモ
ジュールが１枚と２枚

(c)１系統に陰が生じるモ
ジュールが３枚

陰の生じないモジュール

陰の生じるモジュール
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4- 6① 陰の影響について（補足）

4-6 巻末資料

１．散乱光日射量データ
（１）散乱光日射量

日射量には2つの成分があり、太陽から直接到達する直達光と、大気や雲に散乱されて到達する散乱光と
があります。これらを足し合わせたものを全天日射量と呼びます。
例として、平均日における水平面に設置した太陽電池の受光日射量をグラフに示します。
太陽電池が受光できる日射量は、陰がかからない場合には模式的に図１のようなグラフとなります。一方で
例えば１２時以降に陰がかかり、直達光成分のみが遮られる場合には、模式的に図２のようなグラフになり
ます。１２時以降は散乱光成分のみが受光可能になります。この場合、陰がかからない場合の日射量を１０
０％とすると、１日の日射量は約７０％になります。
太陽電池が受光できる散乱光成分の量は、天候、時刻、太陽電池設置方位・角度、陰の濃さなどに大きく
依存します。濃い影の場合には散乱光もほとんど受光できませんので、太陽電池は発電することができま
せん。

２．バイパスダイオード
太陽電池モジュールを構成する太陽電池セルが陰で発電しなくなると、そのセルの抵抗が大きくなり、電流の

流れの妨げとなるとともに抵抗損失により発熱します。これを防ぐために、太陽電池モジュールには、陰の
部分をバイパスする電流の通り道としてのバイパスダイオードが一般的に取付けられています。バイパスダ
イオードにより、陰でモジュールが発電しなくなった場合に、残りのモジュールに与える影響（電流の減少）
を低減できます（下図参照）。但しそのストリングの電圧は低下します。

図１ 図２
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３．陰と太陽電池の種類

散乱日射は、全天日射と比べて光の波長の強さの分布(スペクトル分布)が変わりますので、太陽電池の光の
波長毎の感度(分光感度)によって、陰になった部分の発電効率は異なりますので、陰の影響度合いも変わっ
てきます。散乱日射は、全天日射と較べ短波長側にシフトしています。
・結晶系シリコン太陽電池は長波長側の光でよく発電します。
・アモルファスシリコン系太陽電池は短波長側の光でよく発電します。

４．その他用語解説
本文中に出てきた言葉について分かり易く解説します。
①ストリング

②スペクトル分布
太陽の光は色々な波長の光が集まってできています。波長毎の光の強さを表したグラフをスペクトル分布と
呼びます。大気による散乱や吸収の影響を受けて、季節や太陽高度、天候などのよってスペクトル分布は
変化します。

③分光感度
太陽電池モジュールの光の波長毎の感度(発電効率)のことで、太陽電池に使用されている材料によって、
波長毎に感度(発電効率)は異なります。従いまして、季節や太陽高度、天候などによってスペクトル分布が
変わるので、それに応じて発電効率も変わります。

５．陰の事例
陰の発生原因には様々なものがあります。そのうちいくつかを写真で紹介します。

鳥の糞汚れ

木の陰
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4- 6② EPTとCO2排出原単位

4-6 巻末資料

ＥＰＴとＣＯ2排出原単位
poly-Si太陽電池とa-Si太陽電池を用いた屋根設置型住宅用太陽電池モジュールのEPTとCO2排出原単位を示

します。（縦軸は年産規模）

Ein：ＰＶシステムの初期一次エネルギー投入量
・ＰＶシステムの構成

太陽電池モジュール、インバータ関連機器、架台、配線材料
・評価要素

投入材料、設備製造、設備運転、建屋建設、空調・照明
ＰＶシステムを構成する部品を製造するにあたり、評価要素の中で生じるエネルギーの総量を「ＰＶシステムの初

期一次エネルギー投入量」と定義

EAV：ＰＶシステムの運用によって回避される年間一次エネルギー消費量
ＰＶシステムの年間発電量を一次エネルギーに換算したものから、年間運用・保守にかかるエネルギー量を引い

たものを「ＰＶシステムの運用によって回避される年間一次エネルギー消費量」と定義。

※一次エネルギーとはいろいろな形のエネルギーの最初にエネルギーの源となるもので、石油・石炭・天然ガス等
の化石燃料、原子力の燃料であるウラン、水力・太陽・地熱等の自然エネルギー等自然から直接得られるエネル
ギーのこと

ＥＰＴとは？

ＣＯ2排出原単位とは？

ＣＯ２ＰＶ：太陽光発電システムのライフサイクルＣＯ２排出量（製造と運用・保守）
ＥＯＵＴ：太陽光発電システムの年間発電量
ＬＰＶ：太陽光発電システムの耐用年数

出典：ＮＥＤＯ技術開発機構
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